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Abstract: The seventh cholera pandemic originated from Celebes islands in 1961 is still 
continuing, resulting in the frequent epidemics of cholera in the tropics such as 
Southeast Asian and African countries. The changes in biological characters of Vibrio 
cholerae are occuring (Samadi et al., 1983) and multiple drug-resistant Vibrio cholerae 
has also emerged in Tanzania (Towner etal., 1980) and Bangladesh (Glass et al., 1980). 
A total of 367 strains of Vibrio cholerae which were isolated in Kenya in 1983 and 1984, 
and in the Philippines in 1982 and 1984 were characterized and analyzed epidemiologically 
in this study. The majority of strains examined were eltor, Ogawa type. In prophage 
typing, three strains from the Philippines isolated in 1982 were Ubol type and one from 
Kenya isolated in 1983 and six from the Philippines isolated in 1984 were Celebes cured 
type. The majority was Celebes original type. Drug sensitivity test against chloramph- 
enicol, tetracycline, streptomycin, ampicillin and nalidixic acid revealed that chloramph- 


enicol and nalidixic acid had very high vibriocidal effect, but that 266 strains out of 338 


(78.6%) isolated in Kenya were.resistant to tetracycline, streptomycin and ampicillin.. 


On the other hand, the strains isolated in the Philippines were sensitive to all drugs 
except one resistant against streptomycin and ampicillin and five resistant to streptomycin. 
At the same time, a total of 253 strains out of 317 (79.8%) from Kenya and the Philip- 
pines were revealed to be resistant to O/129 (Vibriostatic agent) which has been used to 


differentiate vibrio groups from other gram negative bacilli. Hemolytic activity of Vibrio 


cholerae were checked by four kinds of methods; 1) the modified method of Feeley and . 
‘Pittman recommended by Zinnaka using heart infusion broth (pH 7.4), 2) 1% glycerotized 


heart infusion broth method (Barua and Mukherjee, 1964), 3) 6 hours incubation method, 
and 4) the method of Barrett and Blake (1981). Vibrio cholerae isolated in Kenya, 


consequently, showed higher hemolytic activity than those from the Philippines in the four 


03 


Received for publication, March 29, 1985. 
AAR FR Ss 2 v 7 SEPTIES ROAM RED ERD 0 EIC o TID 


o4 


methods, and the difference was statistically significant (X?-test, P<0.01). The hemolytic 


activity was also compared by year. 


significantly higher in 1982 than in 1984, 


The results showed that, in the Phillippines, it was 
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緒 a | 

セレ ベス 島 に 端 を 発し た と み ら れ る エル トー ル ュ 
VOR LSAT 次 パン デミ ー は 1961 年 に 始ま っ 
た . し か ゃ 本 流行 は その 後 1963 年 か ら 西進 し , クラ 
ジッ クコ レラ 菌 の 本 拠 で あっ た バン グラ デシ ェ , イ 
ンド , さら に 1970 年 に は アフ リカ 諸国 に も 達し , SK 
だ な お 終息 に 至ら な い . 特に 熱帯 地域 に お いて は , 
細菌 性 下痢 症 の 起因 菌 と し て 重要 な 位置 を 占め る に 


至っ た . 1970 年 テ エル トー ル ュ レラ が アフ リカ 大 陸 に . 
侵入 し て 以来 , ケ ェ ア 国 に お いて も る 例外 で な く , R 


だ に 散発 的 た ュ レ ラ 流 行 が 発生 し て お り , 年 間 数 千 


人 の = レラ 患者 の 発生 が 推定 され て いる の が 現状 で 


ある . 

1983 年 Samadi et al, が バン グダグダ ラ デ ン シュ に お け 
る コレ ラ の 流行 株 の 性 状 に つい て , その 生物 型 が ェ 
ルト ー ル 型 か ら ク ラシック 型 へ 変わ りつ つ あ る と い 


う 報 告 を し , その 後世 界 各 地 の ュ レラ 菌株 の 生物 型 


に 関心 が 払わ れ て いる . その 生物 型 の 鑑別 に 用 いら 
UTOR EY VARMA MRI OV Clk, その 後 ア 
ジア , ヨー ロッ パ 。 アフ リカ へ 伝播 する に つれ て , 
次 第 に その 性 状 を 保持 する も の が 減少 し (Roy and 
Mukherjee, 1962; De Moor, 1963; Feeley, 1965; 


Finkelstein, 1966). も は や 生物 型 鑑別 の 性 状 検査 と 


し て は その 地位 を 失っ た か の 感 人 が あっ た . Iwanaga 
et al, (1982) は 1980, 81 年 人 ケニア で 分 離し た ュ 
レラ 菌 の 溶血 性 を 調べ 、Gallut(1971) に よる 侵入 当 
初 の ュ レ ラ 菌 株 の 溶血 能 に 回 復 し つつ ある こと と を 報 
Sr. Barrett and Blake (1981 う ) は 希釈 法 に よ ょ り 
各 株 の 浴 箇 活性 を 調べ る と と も に , その 結果 が 疫学 
的 マー カー と し て 応用 で きる こと を 報告 し た . 


一 方 , コレ ラ の 治療 に 最も 繁 用 され て いる テト ラテ 


サイ クリ ン に 対す る 耐性 コレ ラ 菌 に よる ュ レ ラ 撤 行 
が タンザニア に お いて 見 られ (Towner ez al., 
1980), その後 , バン グラ デシ ュ に お いて ふも, 3l 
耐性 コレ ラ 菌 の 出現 が 報告 され た (Glass et aL, 
1980)、 ケ = ェ ア 国 に お いて も 耐性 菌 出現 に は 十分 関 
心 が 払わ れ て いた が , 事実 1982 年 か ら 耐 性 コレ ラ 
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が 検出 され は じ め , 特に 医療 設備 , 医薬 品 等 が 充分 
で な い ュ レラ 流行 地域 に お いて は , 公衆 衛生 上 , 極 
め て 重大 な 問題 と な る に 至っ た . 治療 薬剤 と は 別 で 


ある が , Davis and Park (1962) の 提唱 , WHO 


Scientific Working Group (1980) の 推奨 に よっ 
C, コン シラ 貢 の 生化 学 的 性 状 検査 の 中 で 他 菌 種 と の 
鑑別 に 広く 用 いら れ て いた 0/129 CVibriostatic 
agent) 感受 性 試験 に つい て も , 感受 性 を 示 さ な い 
ュ レ ラ 菌 株 の 出現 が 報告 され る に 至っ た (Kudoh 
et al., 1981; Sundaram and Murthy, 1983). 

この よう な 状況 の 中 で 著者 も 直接 関与 し た ケニア 
国分 離 株 を 中 心 に , 比較 的 少数 株 と は いえ フィ リピ 
ン 訪問 時 た に 入手 し 得 た さ ュ レ ラ 菌 株 も 含め て , 上 記 生 
物 学 的 諸 性 状 近 血清 型 と プ ほ ファ ー ジ 弄 を 加え , 特 
に 溶血 活性 た つい て は 名 方 法則 の 比較 を 行っ た . ま 
た 得 ら れ た 結果 に つい て は 年 次 的 推移 及び 地理 的 差 
異 に 考察 を 加え た . 


| 材料 と 方 法 
供 試 菌株 : 諸 性 状 の 比較 に 用 いた ュ レ ラ 菌 は 表 1 に 


示し た よう に 5 群 より な る 計 367 株 で ある . WK83 


REX 1983 年 4 月 か ら 則 月 の 8 カ ヵ月 間 に ケ ニア 国 ど 
クト リプ ア 清 沿岸 地域 の 基幹 病院 (Homa Bay Dist- 
rict Hospital, Ombo Hospital, Migori Health | 
Center) へ 入院 し た ュ コレラ 患者 , また その 地域 に お 
ける = ュ レラ 集団 発生 に 際 し て 患者 お よび 保菌 者 か ら 

分 離さ れ た ュ レ ラ 菌 245 株 で ある . N83 群 は 1983 年 

11 月 ケ ニ ア 園 の 首都 ナイ ロビ で 発生 し た ュ レ タラ 流行 
PCA BEE り 分 離さ れ た ュ レラ 菌 70 株 で あ 
0. National Public Health Laboratory Services 
の Kaviti 所 長 より 分 与 を 受け た も の で ある . WK 
84 群 は 1984 年 3 月 ビク トリ ア 彰 沿岸 の Kisumu H 
域 で の = レラ 流行 に 際 し て コレラ 患者 より 分 離さ れ 
た コレ ラ 菌 23 株 で ある . P82 群 は 著者 が 1982 年 7 月 
74 y EYORB y= > Cry SF BRR CRanoa 
院長 ) を 訪れ た 際 , 分 与 を 受け た ュ レ ラ 菌 20 株 で , 
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Table 1. Vibrio cholerae O-1 strains tested 

Group No. of strains Place isolated Period lat 
P82 20 Manila, Philippines July 1982 
WK83 245 South Nyanza, Kenya Apr.-Noy. 1983 
N83 70 Nairobi, Kenya Nov. 1983 
WK84 > 23 Kisumu, Kenya Mar. 1984 _ 
Pe "a 3 | Manila, Philippines July 1984 

| _ 6 Alabang, Philippines July 1984 


すべ て コレ ラ 病 柄 の ュ レ ラ 患 者 より 分 離さ れ た も の 
CHS. P84 群 は 1984 年 7 月 の フォ リピ ン 訪 問 時 に 
分 与 を 受け た , 同じ く サ ン ラ ザ ェ 病院 で ュ レ ラ 患 者 
ょ り 分 離さ れ た 8 株 と , Alabang の 熱帯 医 学 研究 
所 (金子 所 長 ) で 分 離さ れ た 6 株 の 計 9 株 で ある . 

ヒッ ツジ 赤血球 溶血 性 試験 法 比較 の 予備 的 実験 に 使 
用 し た ュ レ ラ 菌 は , ケニア 国 に お いて 1975 年 と 1980 
年 に 分 離さ れ た それ ぞ れ 65 株 と 30 株 , 及び 1973 年 か 
ら 1978 年 の 間 に フ ォ ィ リ ピン で 分 離さ れ た 30 株 (越後 
貫 博 士 よ り 分 与 ) で , いずれ も ゃ 当 部 門 の 保存 株 で あ 
る . ERBINTS IY y 87 y- VRE AF 
H218 Sm" 株 , カッ ペ フ ァ ー ジ 産生 性 の A66 株 
(19814p 7 = ア 国 分 離 の エル トー ル ュ レラ 画 ) , 用 
び 薬剤 感受 性 試験 の 対照 に 用 いた 大 腸 菌 ATCC 
25922 株 も 当 部 門 の 保存 株 を 用 いた . | 
コレ ラ 菌 の 分 離 と 同定 : ケニア 国分 離 株 で ある 
WK83, N83, WK84 の 場合 , 下痢 患者 より 採取 
し た 便 検体 を キャ リー ブレ アー 輸送 培地 に 入れ た も 
D, また は 現地 で 分 離さ れ た ュ レ ラ 菌 を 普通 寒天 
( 栄 研 ) 高層 に 保存 し た も の を 収集 ナイ ロビ へ 運 
び , ケニア 中 央 医学 研究 所 所 属 の 研究 棟 で 分 離 同定 
また は 再 確認 を 行っ た . フォ リピ ビン 株 で ある P82, 
P84 に つい て は , 普通 寒天 高層 に 接種 され た も の を 
持ち 帰っ て 当 部 門 で 確認 検査 を 行っ た . 

輸送 培地 に 入れ られ た 便 検体 及び 分 離 株 は ,TCBS 
培地 及び BTB 培地 に 直接 塗 抹 す る 一 方 , 1 ア 
ルカ リ ペ プ トン 水 (pH 8.00 で 増 菌 培養 後 の 沙 抹 も 
行っ た . 37°C 一 夜 培養 後 , 疑わ し い 集 落 よ り 釣 菌 
L, クリ グラ テー 確認 培地 , SIM 培地 . VP 半 流 動 
EUR, UV ov RRS, オル ニチ ン 脱 炭酸 培地 
シン シモ ンズ クニ エン 酸 塩 培地 で 確認 を 行っ た . また チト 
クロ ー ム オキ シン ダー ゼ 試 験 , アル ギ ェ = ニン 加水 分 解 試 


験 。 食塩 非 添加 ペ プ ト ン 水 人 お ける 発育 試験 を 加 
A. = レラ 菌 診断 用 血清 (デン カ 生 研 ) を 用 いて 血 
清 型 別 を 行っ た . 

生物 型 の 決定 : 供 試 菌株 すべ て に つい て ファ ー ジ 
IV 感受 性 (Mukerjee, 1963)、 ポ リ ミ キ シン 感受 
性 (Gangarosa et al., 1967), — V M 9 jkifiER E 
集 能 (Finkelstein and Mukerjee, 1963), ヒツジ 
赤血球 溶血 性 (Feeley and Pittman, 1963) を 試験 
し た . その 結果 に 前 述 で 得 ら れ た Voges-Proskauer 
反応 (Taylor et al., 1937) の 結果 を 加え て 生物 


型 の 判定 を 行い , 前 2 者 を 重視 し て 生物 型 を 決定 し ・ 


JE: 

ファ ー ジ IV と ポリ ミキ シン B へ の 感受 性 試験 は . 
被 検 株 の アル カリ ペ プ ト ン 水 (pH 8.0), 37°C 一 夜 
培養 0.2ml 3 ml の 重層 用 半 流 動 寒 天 培地 (ポリ 
AS bY 1%, 酵母 エキ ス 0.2%, 塩化 ナトリウム 
0.5%, 320.5%, pH7.2) と 混合 し , 予め 作成 し 
た 10ml の ペ プ ト ン 寒 天平 板 (ポリ ペ プ ト ン 1, 
塩化 ナトリウム 0.5%, 寒天 1.5 め , pH 7.2) の 上 に 


重層 し た も の で 行っ た . この 重層 寒天 平板 に ファ ー 


ジ IV 液 (10*PFU/ml) を 滴下 する と と も に , ポリ 
ミキ ン ン B デ ィ ス ク (トリ ディ スク SOLU, 栄 研 ) も 
Eri, 37°C 一 夜 培養 後 , それ ぞ れ 溶 菌 斑 , 阻止 円 
の 有無 に よっ て 感受 性 を 判定 した. 

= ワリ トリ 赤血球 凝集 試験 は , 生理 的 食塩 水 で 3 回 
洗浄 (3,000rpm, 104) し た ニワ トリ 赤血球 の 2.5 
る 生理 的 食塩 水 浮 遊 液 を 用 い , スラ イド 凝集 試験 を 
行っ た . ーー 

モツ ジ 赤 血球 溶血 性 試験 は 神 中 の 改良 法 (1981) 
に よっ て 実施 し た . WRAZ 2ml の ヘー トイ ン フ 
ュー ジョ ンプ ブイ ヨン ( 栄 研 ) で 37?C18 時 間 菩 養 し , 
これ に 5 ヒツジ 赤血球 生理 的 食塩 水 浮遊 液 を 0.2 
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ml jui, 37°C 2 時 間 培 養 後 , 更に 4 Cc 一 夜 放 置 
し て 溶血 の 有無 を 着 定 し た . COR, 溶血 の 程度 に 


より , 完全 溶血 C+) 明らか な 溶血 は 見 られ る . 


が , 試験 管 底 に 非 溶血 OR が 認め られ る も の 
(+); 大 部 分 の 血球 は 非 溶 箇 で ある が , わずか に 深 
血 が 認め られ る も の 〈 土 う : 非 溶血 (一 ) と 記録 し た . 
プロ ファ ー ジ 型 別 : プロ ファ ー ジ 弄 別 は Takeya 
and Shimodori (1963) の 方 法 で 行っ た . H218Smr 
株 の ハー トイ ン フ ュー ジョ ン ブ イ ョ ン 培 養 0.1ml と 
重層 用 半 流 動 寒 天 培 地 3 ml を 混合 し . ペ プ ト ン 寒 
天平 板 に 重層 する . これ に RRA ONT トン 水 
(pH 7.5) 37?C 一 夜 培養 液 を ケロロ ホル ム 処理 し 
た も の の 遠心 上 清 を 滴下 し て 浴 原 性 を 試験 し た . カ 
»437oy— VACANS BEBE EERENO ST bU 
37°C— HKE 0.1ml と 重層 用 半 流 動 培地 3ml を 
混合 , 重層 し た べ プ トン 寒天 平板 に 1 RTD の ヵ ッ 
パフ テー ジ 液 を 滴下 する 方 法 に よっ た . WEE, EE 
受 性 試験 と も に , 37°C 一 夜 培養 後 , WHO AEC 
判定 し た . この 落 原 性 試験 法 で 陰性 を 示し た 株 に つ 
いて は さら に 寒天 平板 間 釈 法 を 用 い , カッ パフ ァ ー 
ジ の 有無 を 確認 し た . カッ パフ ァ ー ジ 原液 は エル ト 
ーー ル ュ レラ 菌 A66 株 の ペ プ ト ン 水 37?C 一 夜 培養 を ク 
ロロ ホル ム 処 理 し た も の の 遠心 上 清 で ある . 

薬剤 感受 性 試験 : 被 検 楽 剤 に 対す る 最小 発育 阻止 
濃度 は 、 日 本 化学 療法 学会 の 方 法 (1981) に 準拠 し 
T, 各 薬 剤 の 0.29g/ml か ら 100gg/ml WBS 
倍数 濃度 を 含 ら ハー トイ ン フ ュー ジュ ン 寄 天 ( 栄 
D を 用 いた 平板 希釈 法 に よっ て 求め た . WAHO 
ハー トイ ン フ ェ ュー ジョ ンプ ブイ ョ ン D 37?C 一 
夜 培養 の 10* 希釈 液 を 各 濃 度 に 薬剤 を 含ん だ 寒天 平 
板 に 接種 し , 一 夜 培養 後 完全 に 発育 が 阻止 され た 最 
小 の 濃度 を 最小 発育 阻止 濃度 MIC と し た . FAY 
RED RRO REAM Z RP AT 2 Sa 
(CP), テト ラサ イク リン (TC)、 スト レプ トマ イシ 
ン (SM), アン ピ シ リ ン (ABPC)、 ナリ ディ キシ ン 
酸 (NA) の 5 剤 で ある . COB, 対照 と し て 大 腸 菌 
ATCC25922 株 と ュ レ ラ 菌 H2188m" を 用 いた . 
0/129 感受 性 試験 : 15ml の 普通 寒天 平板 CF 
研 ) に 被 検 株 の ハー トイ ン フ ュー ジュ ン ブ イ ョ ン 
(RA) 37?C 一 夜 塔 養 0.1m! を 重層 用 半 流 動 寒天 
AH 3ml と 混合 し て 重層 する . と の 平板 に , 10 
“ug/ml の 2,4-diamino-6,7-diisopropyl-pteridine 
phosphate を 含ま せ た AA discs (Whatman) を 


置き , 37"C 一 夜 供養 後 阻止 円 の 有無 に より 感受 性 
を 判定 し た . E 

ヒツジ 赤血球 溶血 性 試験 法 の 比較 : 生物 型 の 決定 © 
の 項 で 記述 し た 神 中 の 方 法 に お いて , ヒモ ツ ジ 赤 血球 


浮遊 液 を 加え て か ら の 37?C に お ける 培養 時 間 を 原 


法 の 2 時 間 に 加 えて 6 , 12, 24 時 間 に 延長 し た も 
の また その 際 被 検 株 の 塔 養 に 用 いる ヘー トイ ン フ 
ュー ジュ ン ブ イ ョ ン の 溶解 に 01M リン METK 
CpH 6.5) を 使用 し た 場合 に つい て も 検討 し た . さら 
に Barua and Mukherjee(1964) PIED 195 7 V x 
リン 加 ハ ー ト イン フュ ー ジ ョ ン 法 は , BRADA 
42 VERE 2 mlic 5 ダ ヒ ッ ジ 赤血球 浮遊 液 0.2ml を 
加え て , 37?C2 時 間 培 差し , 4 °C 一 夜 静 置 後 判定 し 
jc. また Barrett and Blake (1981) の 方 法 に つい 
て は , ユダ グ ダ リ セリ ン 加 ハー トイ ン フ ュー ジョ ン ブ 
42v XD LO,000rpm, 57), その 上 
清 を と り , リン 酸 緩 衝 食 塩水 pH 7.0) で 0.5ml 
ずつ の 2 倍 階段 希 息 液 列 を 作り , 0.5m の 1 ヒッ 


ジ 赤 血球 浮遊 液 を 加え , 37°C 2 REIBEZEL, 4°C 


一 夜 放置 後 判定 し た . 浴 血 活性 は 完全 落 血 を 示し た 
培養 上 清 の 最高 希釈 倍数 の 逆数 で 示し た . 

な お , 方法 間 の 比較 . 地理 的 年 代 的 の 比較 に 際 す 
る 統計 学 的 処理 は X^ 検定 を 用 いた . 


実験 と 結果 


血清 型 : 供 試 ュ レラ 菌 367 株 の 血清 型 は 各 群 に 分 
け て 表 2 に 示し た . ケニア 分 離 株 の うち WK83 群 と 


 WK84 群 及び フィ リピ ン 分 離 株 の うち P84 群 で それ 


ぞ れ 9, 2, 1 株 が 稲葉 型 で あっ た ほか は , 355 株 


が 小川 型 で あっ て , 彦島 型 の 検出 は な か っ た . 


生物 型 : ュ レ ラ 菌 の 生物 型 決定 に 関与 し 得る 性 状 
検査 と し て 実施 し た 4 試験 と VP 反応 の 結果 は 表 3 
に まとめ た . ファ ー ジ IV 感受 性 試験 で は 全 株 が 耐 


性 を 示し た . ポリ ミキ シン B 感 受 人 性 試験 の 場合 ケ = 


ア 分 離 株 の うち WE83 群 の 1 株 が 感受 性 を 示し た は 
か は , 残る 366 株 が 耐性 で あっ た . また = ワレ トリ 赤 
血球 漢 集 試験 は , ケニア 分 離 株 で ある WK83 群 の 上 
BUC RISD 1 株 の み で 凝集 を 認め ず , これ を 除く 
366 株 が 苗 集 を 示し た . eov VARA MACH, 
ケニア 分 離 株 の 次 血性 陰性 率 は WK83, N83, WK 
84 群 で それ ぞ れ 24.6, 22.9, 21.7%, 平均 24.0 で 
あっ た . と れ た 対し て フィ リピ ン 株 の 場合 , P82 群 
で 95 多 の 株 , P84 群 で は 全 株 が 非 溶血 と , 溶血 能 


Table 2. Serotype for 367 strains of V. cholerae O-1 


Serotype 


Number of strains in 


of 


; WK83 N83 WK84 P82 P84 
Ogawa 236 . 70 21 20 8 
Inaba 9 0 2 0 1 
. Hikojima 0 0 0 0 0 
Total 245 70 23 20 9 
Table 3. Results of five tests related to biotyping for V. cholerae O-1 - 
Number of strains (%) in 
Tests 
WK83 N83 WK84 P82 P84 
Phage IV sensitivity | 
resistant 245 70 223 20 9 
sensitive ; 0 0 0 0 0 
Polymyxin B sensitivity | 
resistant | 244 70 23 20 9 
sensitive | 1 0 0 0 0 
Chicken RBC agglutination | 
^ positive | | 244 70. 23 20 9 
negative 1 0 0 0 0 
. Hemolysis test ^ 
marked hemolysis 19 ( 7.8) 6 ( 8.6) 1 ( 4.3) 0 ^0 
hemolysis with RBC sediments 74 (30.2) 18 (25.7) 3 (13.0) 0 0 
weak hemolysis | 92 (37,6) 30 (42.9) 14 (660.9 1(5.0) 0 | 
negative 60 (24.5) 16 (22.9) 5 (21.7 19 (95.0 9 (100) 
.. VP reaction | ! 
positive 189 (77.1) 49 (70.00 23 (100) | 2000 = 7 (77.8 
negative 56 (22.9 21 (80.00 0 0 2 (22.2) 


示さ な い 株 が 大 多数 を 占め て いた 。 弱 溶 血 を 示し た 
株 の 率 を みる と , ケニア 株 で 同一 地区 由来 で 分 離 年 
の 異な る WK83 群 と WK84 群 に お いて それ ぞ れ 37.6 
と 60.9 を 占め 1984 年 で や や 増加 し て いた . VP 
反応 の 結果 は , WIK84 群 と P82 群 で 全 株 が 陽性 で あ 
っ た が , 残る 3 群 で は 70.0^77.8 め の 陽性 率 で あっ 


プロ ファ ー ジ 型 別 : 表 5 に 示し た よう に , ケニア 


分 離 株 で は WIK83 和 群 の 1 株 が cured 型 と 判定 され 
た ほか は 337 株 が モレ ベス 原型 で あっ た . 


voa BE 


ン 株 で は P 82 群 に 3 株 の ウ ボ ー ル 型 , P84 群 に 6 株 


レベ ス 原 型 で あっ た . 


の cured 型 が あ D. 残る それ ぞ れ 17 株 と 3 株 は セ 


た . 以上 の 結果 , ファ ー ジ 1V に 感受 人 性 が な く ボ ポリ ミ 
キン シン ン B に 感受 性 を 示し た WK83 群 の 1 株 を 型 別 不 
REEL, 残る 366 株 は 。 ファ ー ジ 1V に 非 感受 性 で = 
ソト リ 赤 血球 を 凝集 し な い WK83 群 の 1 株 も 含め , 
テル トー ル 型 と 判定 し た ( 表 4). 


薬剤 感受 性 : ケ = ア 分 離 株 で は 表 6 一 8 に 示し た 
よう に 最も 高い 抗菌 活性 を 示し た 薬剤 は NA で , 
WK83 群 全 株 と し て みみ る と MIC 値 が 1.6gg/ml 以 
下 と いえ, N88 群 と WIK84 群 の 場合 は と も に 0.4 
pg/ml 以下 の MIC 値 を 示し た . CP に つい て も , 
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WK83 株 の 全 株 が MIC 値 3.1gg/ml 以下 , N83 群 


に 対し て 92.9 め の 菌株 が MIC 値 50gg/nnl 以上 , 


と WK84 群 で は 全 株 0.8gg/ml 以下 と 高い 感受 性 を SM, ABPC に 対し て は それ ぞ それ, 97.1, 98.6%0 
示し た . 残る 薬剤 で ある TC, SM, ABPC だ 対し 菌株 が MIC 値 100gg/ml 以上 で あっ た . WK84 


て は 高度 の 耐性 を 示し , WK83 群 の 場合 その 95.9 
は TC に 対す る MIC 値 が 50gg/ml 以上 で あり , 


群 に お いて も 同様 。 TC に 対し て 82.6% の 菌株 が 


MIC 値 50gg/ml 以上 , SM, ABPC に 対し て それ 


SM, ABPC で は それ ぞ れ 92.7、82.9 め の 株 が MIC 


ぞ れ 87.0, 95.7 の 菌株 が MIC 値 100gg/ml 以上 
値 100gg/ml 以上 を 示し た . NN83 群 に お いて も る TC | 


で あっ た . 


: Table 4. Result of biotyping for V, cholerae 
Number of strains in 
Type 7 | | 
_WK83 N83 _ WEK84 P82 P84 
Classical 0 0 0 0 ・ 0 
E] Tor . 244 70 29 20 9 
Untypable i 0 0 0 0 


Total 70 23 20 9 


. Untypable: Resistant to phage IV and sensitive to polymyxin B 
Table 5. Result of prophage typing for V, cholerae viobar eltor 


== 
Number of strains in 


Type 
WK33 N83 WK84 P82 P84 
Original Celebes _ 244 70 23 17 3 
Cured 1 0 | 0 0 6 
Ubol 0 0 0 3 EE. 
oe a a a a 
Total 245 70 23 20 9 


Table 6. Distribution of MICs for strains in WK83 
ーー ーー ニニ ーー ニニ ーー ニー 
ear CP do SM ABPC NA 

0.2 49 
0.4 190 
0.8 205 . l 5 
1.6 2 3 1 
3.1 38 
6.3 al 
12.5 1 9 
25 6 3 
50 142 14 2 
100 89 93 35 
>>100 4 134 168 
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Table 7. Distribution of MICs for strains in N83 


MIC | 
(g/ml) ve 
0. 2 
68 


SM ABPC | NA 
09 
15 
I 
1 
1 
T 1 
61 68 


Table 8. Distribution of MICs for strains in WK84 


I 
Ce/mD VE 
0.2 
0.4 
0.8 23 
1.6 
3.1 
6.3 
12 5 
25 
50 
100 
75100 


SM ABPC NA 


20 
| 3 
| 1 
2 
1 / 
20 22 


フォ リピ ン 分 離 株 の 場合 , 表 9 に 示す よう に P82 
群 の 菌株 は , CP, TC, ABPC, NA に 対し て 高い 
感受 性 を 示し , 20 株 すべ て と し て みる と その MIC 
値 は , それ ぞ れ 1.6, 1.6, 3.1, 0.8gg/ml 以下 で あ 
っ た . SM だ 対し て は , 5 株 が 100zg/ml AEON 
性 を 示し た が , 15B& (75920 の MIC 値 は 6.3gg/ml 
で あっ た . 表 10 に 示し た P84 群 の 菌株 で は , TC, 
NA に 対し て は 高い 感受 人 性 を 示し , その MIC fÈ 
は それ ぞ れ 3.1ug/m] 以下 と 0.8gg/ml で あっ た . 
CP に 対し て は ケニア 株 で は 見 られ な か っ た CP に 
感受 性 の な い 1 MIC 値 25gg/mD の 存在 は あ 
っ た が , これ を 除く 株 で は MIC 値 1.6gg/ml 以下 
と 高い 感受 性 を 示し た . SM, ABPC に 対し て は 両 
薬剤 に 100gg/ml 以上 の MIC 値 を 示す 1 株 を 除く 


すべ て の 株 は 高い 感受 性 を 示し , 8 株 の MIC 値 は 
それ ぞ れ 6.3, 3.1gg/ml で あっ た . | 
表 11 は 各 菌 群 に つい て 各 株 が 示し た 薬剤 耐性 ペタ 
ー ン と し て まとめ た も の で ある . ケニア 分 離 株 の う 
も 3 剤 耐性 (TC, SM, ABPO) を 示し た の は , 
WK 83 群 , N 8325, WK 84 群 の それ ぞ れ 75.1, 
91.4, 78.3% % Hub, 被 検 5 剤 に 感受 性 を 示し た の 
は WIK83 と WK84 の それ ぞ れ 1 株 の み で あっ た . 
これ に 対し て フィ リピ ン 分 離 株 で ある P82 群 , P84 
群 に は 3 剤 耐性 株 は な く , それ ぞ れ 1 AE CM). 
5 株, 23k (SM, ABPC) 1 株 が 見 出さ れ た 
こす ぎ ず , 大 多数 が 5 剤 に 感受 性 を 示し た . | 
0/ 129 感 受 性 : 本 試験 は 上 記 性 状 試験 より 遅れ て 
実施 し た の で , WK83 群 と N83 群 に つい て は , その 
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Table 9. Distribution of MICs for strains in P82 


MIC CP T SM ABPC NA 


14 


2 
0.4 
0.8 : 
1.6 20 17 : | 6 
gel 
6.3 15 
9 


Table 10. Distribution of MICs for strains in P84 


(o ED | CP TC SM ABPC NA 


0.2 
0.4 | 
0.8 4 2 9 


6 
1 

6.3 .— mS | |. 8 
5 


Table 11. Distribution of resistant patterns to drugs tested 


| Number of strains in 
Resistant to OO 
| WK83 N83 WK84 P82 P84 

3 drugs (TC, SM, ABPC) 184 64 18 
2 drugs (TC, SM) | .38 
(SM, ABPC) | . 6 

(TC, ABPC) ^ 10 

1 drug CTC) | 3 
(SM) 0 
3 

1 


ooo ooo c 


(ABPC) 


none of drugs 


つ … らら ビー の は 性 

e. eorne D 

co o 0 oon coc 
c 


間 の 事故 に より 継 代 不 能 と な っ た 菌株 を 除く , 196 
株 と 69 株 を 対象 と し た (#12). WK83 群 で は 164 株 
(88.7 う が 耐性 を 示し , N88 群 と WK84 群 の 場合 
それ ぞ れ 69 株 中 66 株 , 2 株 中 22 株 と いずれ も 95.7 名 
が 耐性 で あっ た . 一 方 , フィ リピ ン 分 離 株 で は P84 


TRO 1 株 の み が 耐 性 を 示し , この 株 は SM, ABPC 


に 対し て 耐性 を 示し た 株 と 同一 の 株 で あっ た . 

ヒビ ツジ 赤血球 溶血 性 試験 法 の 比較 : 1975 年 と 1980 
年 に ケニア で 分 離さ れ , 当 部 門 に 保存 きれ て いた そ 
れ ぞ れ 65 株 と 30 株 , 及び 1973 年 か ら 1978 年 の 間 の フ 
+ リピ ン 分 離 株 で 保存 きれ て いた も の 80 株 を 対象 に 
伸 中 の 改良 法 (1981) で ヒッ ジ 赤 血球 溶血 性 試験 を 
行っ た . その 結果 を れ ぞ れ 42 (64.6%), 7 (23.3 
る う , 26 (86.7%) 株 が 次 血性 陰性 で あっ た の で , 
各 群 より それ ぞ れ 5 株 ずつ を 無 作 為 に 選定 し た . Z 
の 15 株 を 対象 に 同 法 で ヒッ ジ 赤 血球 浮遊 液 添加 後 の 
37°C で の 培養 時 間 を 2, 6, 12, 24 時 間 に し た 場 
合 を 比較 し た . また, 0.1M リ ン 醸 緩 衡 液 CpH 6.5) 
CHR RIE Lic ハート イン シラ ュー ジョ ュ ン ブイ ョ ン 


37°C 一 夜 塔 養 に つい て る 同様 に 血球 液 添加 後 の Be 


Z2, 6, 12, 24 時 間 と し て 実施 し た . その 


ジョ ンプ ブイ ョ ン を 用 いた 場合 , 時 間 の 経過 と と も に 
培養 液 の pH は 上 昇 し , WABERI, 6 時間 培 
CLOSE Lic. 一 方 , リン 酸 緩 衝 液 で 藩 解 し 


61 


た ハー トイ ン フ ュー ジョ ンプ ブイ ヌン で は 。 pH は 一 
定 で ある が , 溶血 陽性 率 は 6, 12, 24 時 間 の 培養 時 
IC, それ ぞ れ 40, 93, 100% L ER LR. 対象 と 
し て 実施 し た = レラ 菌 非 接 種 の 両 ブ イ ョ ミョン で は 陰性 
で あっ た . 

これ ら の 成績 を 参考 に 前 記 の O/129 感 受 作 試 験 と 
同じ 画 株 を 対象 に 以下 の 検討 を 進め た . 血球 液 添加 
後 の 培養 時 間 を 6 時 間 と し た 場合 , 表 13 に 示す よう 5 
に , 供 試 317 株 中 41 株 (42.992) が 溶血 陰性 で あっ 
た . ケニア 分 離 株 288 株 と フィ リピ ン 分 離 株 29 株 で 
次 血 腸 性 で あっ た の は それ ぞ れ 264 株 (91.7%), 12 
株 (41.4%) T, 表 3 に 示し た 結果 と 同様 。 ケニア 
分 離 株 に お お いて 高い 陽性 率 を 示し , この 間 に は 危険 
率 0.1 多 以下 で 統計 学 的 に 有意 差 が か あっ た . ケニア 
分 離 株 の 3 群 間 で は , 危険 率 5 YPC, 統計 学 
的 に 有意 差 は 見 られ な か っ た . 一 方 , フォ リピ ビン 株 
で ある TP82 群 と 84 群 の 間 で は 危険 率 0.1 以 下 で 
徹 計 学 的 に 有意 差 が 見 られ た . 

1 グリ セリ ン 加 ハー トイ ン フ ュー ジョ ンプ ブイ ョ 
VERO 場合 は , 表 14 の よう に 5 和 群 317 株 の 5 6 
W 民 83 群 の 12 株 と P8g2 群 の 6 株 , 計 18 株 (5.7%) 
の 陰性 株 を 除く 299 株 (94.3%) に 溶血 性 が 見 られ 
た . ケミ ニブ ア 分離 株 288 株 と フィリ ピン 分 離 株 29 株 の 
落語 陽性 株 は それ ぞ れ 276 株 (95.8%), 23 株 (79.3 
る ) で ケニア 株 に お いて 高い 陽性 率 を 示し , この 間 


Pi 


Table 12. Result of O/129 sensitivity test. 


ccu MM E e PC 


Result 

WK83 
sensitive | 32 
resistant | 7 164 


m——— 
ニニ ーー ニニ ーー 


ーー ニー ニー ーー デー テ 
- 


Number of strains in 


N83 WK84 |. P82 P84 


Fig. 1. Effect of prolonged incubation after 

addition of sheep blood cell to cultures 
of V. cholerae in regular heart infusion 
broth and buffered one on hemolytic 
reaction, 
—: positive rate, …: pH, @: regular 
heart infusion broth, (O: heart infusion 
broth dissolved with 0.1M phosphate 
buffer (pH 6.5). 
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に は 危険 率 1 多 以 下 で 統計 学 的 に 有意 差 が 認め られ 
た だ た. ケ ェ アブ ア 分 離 株 3 群 間 に お いて は 危険 率 1 以下 
で は , 統計 学 的 に 有意 差 は 見 られ な か っ た . 一 方 , 
フォ リピ ン 分 離 株 の P82 群 と P84 和 群 に お いて は , f& 
険 率 1 以下 で 有意 差 が 見 られ た . 

最後 に 実施 し た Barrett and Blake 法 (1981) に 供 
試し た の は , WK84 群 , P82 群 , 84 群 の 全 株 と W 
K83 群 と N83 群 か ら 無 作為 に 選定 し た それ ぞ れ 30 株 


と 19 株 で あっ た . その 結果 は 表 15 に 示す よう に , 7 
ニア 分 離 株 で は WIKK84 群 の 2 株 が 16 倍 の 溶血 活性 を 
AL, 2 倍 以上 の 活性 を 示し た 株 は , 72 株 中 54 株 
(75.0%) で あっ た . フィ リピ ン 分 離 株 の 場合 29 株 
中 17 株 (58.6%) が 原液 使用 の 第 1 管 (2 僅 ) で も 
溶血 を 認め ず , FAI (41.4%) も 2180 TRU 
性 を 示し た の み で あっ た . ケニア 分 離 株 , フィ リピ 
ン 分 離 株 の 間 で は , 危険 率 1 以下 で 統計 学 的 に 有 


Table 13. The results of hemolytic properties using 6 hrs incubation method | 


Hemolytic property WK83 N83 WK84 Total P82 P84 Total 
Positive (%) (80.3) (95.7) (100) (91.7). (15.0) (00) (41.4) 
Complete hemolysis 95 29 16 140 0 9 9 
Marked hemolysis 64 32 7 103 1 0 1 
Weak hemolysis 16 E 0 21 2 0 2 
Negative 21 3 0 24 17 0 17 
Total 196 69 23 288 20 9 29 
Table 14, The results of hemolytic properties using glycerolized HIB 
Hemolytic property WK33 N83 WK84 Total P82 P84 Total 
Positive (%) (93.9) (00) (100) (95.8) (70.00 (00) (79.3) 
Complete hemolysis 133 - 59 20 212 8 9 17 
Marked hemolysis 34 8 3 45 6 0 6 
Weak hemolysis 17 2 0 19 0 0 0 
Negative 12 0 0 12 6 0 6 
Total 196 69 23 288 20 9 29 
Table 15. Results obtained by the method of Barrett and Blake (1981) 
Titer WK83 N83  WKS84 Total P82 P84 Total 
0 3 7 8 18 9 8 17. 
2 19 6 6 3l li i 12 
4 5 4 5 14 0 + 0 
8 3 2 2 7 0 0 0 
16 ° 0 0 2 2 0 0 0 
Total . 80 19 23 72 20 9 29 


意 差 が あっ た . し か し な が ら , 両国 分 離 株 の 各 群 の 

和則 に お いて は 危険 率 5 以下 で は 有意 差 は 見 られ な 

か っ だ た だ. | 
GRRE - 1925 79-9 vil^—ka4772 


ー ジ ョ ン ブ イ ョ ヨン 法 を 比較 する と , ケニア 分 離 株 に 


お いて それ ぞ れ の 陽性 率 は 91.7, 95.8% CHO, 7 
ィ リ ビン 分 離 株 に お いて は , それ ぞ れ 41.4, 79.3% 
で あっ た . CHEN 危険 率 0.1, 1 以下 で 統計 学 
的 に 有意 差 が あっ た . 
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ュ レ ラ の 流行 時 に その 分 離 株 に つい て ます 決定 さ 
れる 血清 型 は , 供 試 株 の 大 多数 が 小川 弄 で あり , fü 
葉 型 が 混在 し て いた . 流行 地 で の 分 離 株 に その 主流 
を な す 血 清 型 を 示さ な い 株 が 混在 する の は よく 見 ら 
れる も の で あり , 当 部 門 で な ケニア 国分 離 株 を 対象 に 
し た 報告 を みる と , 1975 年 に 内 藤 ら (1979) が 分 離 
し た 株 が 全 株 稲葉 型 で あっ た ほか は , Iwanaga and 
Mori (1981), Iwanaga et al, (1982), 森 (1983) 


CHEMIE DEO Bic ARE CEB, EAE こ 


型 が 混じっ て いる . また 供 試 株 は 少な いも る の の フィ 
リビン で も 年 次 も 含め 小川 型 主流 と いる を る . 


第 7 次 コレ ラパン デミ ー 以 来 必 ず 検査 され る よう 


に な っ た コレ ラ 菌 の 生物 型 の 場合 , その 判定 を 目的 
に 利用 され る 個々 の 性 状 が また 伝播 の 状況 及び 流行 
の 動向 を 知る 上 で も 利用 可能 で ある の は いう まで も 
な い . 1983 年 バ メン グラ デシ ュ に お いて 分 離さ れ た ュ コ 
レラ 菌 の 生物 型 が 従来 の テ エル トー ル 型 か ら クラ シッ 
ク 現 へ と 変わ りつ つ あ る と 報告 され た が , 今回 本 研 
宛 に 用 いた 1982, 84 年 フィ リピ ン 分 離 ユ レラ 菌 と 
1983, 84 年 ケニア 分 離 コ レラ 菌 に つい て は ファ ー ジ 
IV 抵抗 性 , ポリ ミキ シン B 振 抗 性 と = ニ ソ トリ 赤面 
RRR HEL RRA LC, 特に 前 者 に 主眼 を お いて 判定 
し た 場合 依然 と し て エル トー ル 型 で ある こと が 確 
認 で きた . この 3 性状 の 場合 , 供 試 3867 株 の うち 不 
一 致 で や あっ た の は , と も に ケニア 分 離 の ポリ ミキ シ 
ン B 感 受 性 の 1 株 と = ニワ トリ 赤血球 凝集 能 陰性 の 1 
株 の み で あっ た の で , CHE 9 性状 に よる 生物 型 の 
判定 は 継続 され る べき も の と 考え る . 

生物 型 の 決定 に 意義 を 認め な く な っ て きた と ッ ジ 
PRIMEVAL VP 反応 を みる と , 前 者 で は フィ リ 
ピン 分 離 株 が 1 株 を 除い て 非 溶血 で ある の に 対し て 


ケニア 株 で は 21.7~24.6 迷 の み が 非 深 面 と 地域 差 が 
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明らか で あり , 後者 で は ケニア 株 の 1983 年 株 が 22.9 


る と 30.0 た 陰性 株 を 認め た の に 対し て 1984 年 株 は 
全 株 陽性 , 一 方 フィ リピ ン 株 で は 1982 年 株 が 全 株 陽 
性 で あっ た も の が 1984 年 株 で 22.2 多 に 陰性 株 が 認め 
られ る と , 年 次 的 に 逆 の 傾向 が あっ た -. 

プ ド ファージ 型 別 も 同様 に Takeya and Shimo- 
dori (1963) に よっ て 報告 され て 以来 , ュ レ ラ の 伝 
HERE ERA TE MEER LOTS YYR YAS 3-3 OEM 
的 方 法 の ひと つと し て 広く 応用 され て いる . 今回 の 
供 試 株 で は , ケニア 分 離 株 は cured HO 1 株 を 除 
き セ レベ ス 原 型 で あり , 上 記 で 引用 し た 当 部 門 関係 


の 4 報告 と 同じ く , 依然 と し て 第 7 次 コレ ラパン デ 


ミー 到達 以来 の 型 が 流行 菌株 の 主体 を 成 し て いる と 
考え られ る . ケニア 分 離 株 で は ウ ボ ー ル 型 は 検出 さ | 
れ な か っ た が , 1982 年 フェ リピ ン 分 離 株 で は 3 株 の 
ウツ ボー ル 下 が 検出 され た . また 1982 年 は この 3 株 を 
除く 17 株 が セレ ベス 原型 で あっ た が , 1984 年 分 離 


_ 株 は 9 株 中 6 株 (66.7%) が cured 型 で あっ た . 


Ohashi et al.(1981) (X, 1973 年 か ら 1978 年 の フォ 
リピ ン 分 離 ユ レラ 菌株 に つい て , 非 溶 原 性 株 が 年 々 
増加 し て き て いる と 報告 し た が , その 傾向 を 支持 す 
る も の で あっ た . | 

り /129 感 受 性 試験 は ビブ リオ 属 と 腸 内 細菌 及び ア 
エロ モナ ス 等 と の 鑑別 に 用 いら れ て きた が , ケニア 
分 離 株 288 株 中 252 株 (87.5%) が 耐性 を 示し た . ま 
た ケニア 分 離 株 の うち WK83 群 に つい て は 245 株 中 
239 株 (97.6%) が ST 合 剤 に 対し て 耐性 を 示す こ 
と を 著者 ら は 観察 し た ( 未 発表 ).、 これ を 合わ せる と 
Matsushita et al, (1984) の 報告 の よう に O/129 


耐性 と trimethoprin 耐性 と の 間 に お ける 深い 相関 


は その 化学 構造 の 類似 性 に 起因 し て いる と いら こと 


を 支持 する も る の で ある . また 1984 年 分 離 フ ィ リ ピン 


株 で も 1 株 の 耐性 株 が 検出 され , も は や O/129 感 受 
性 試験 は ビブ リオ 属 と 他 菌 種 の 鑑別 試験 と し て は 有 
用 で な く な っ た と いわ ざる を 得 ず , 同 試験 結果 利用 
の 際 に は 十分 な 考慮 が 必要 で ある 

ュ レ ラ 治 療 の 原則 が , 脱水 症 の 改善 に ある と され 
て いる が , 上 下水 道 設備 , 医療 設備 , 検査 機器 , 輸 
液剤 等 が 完備 され て いな い 熱 帯 語 地域 に お いて は 。 
抗生 剤 の 投与 は 下痢 時 間 を 短縮 し , 排 菌 を 止め る 意 
味 に お いて 不可 欠 で ある . ケ ェ ニブ ア 分離 株 の うち 94.4 
る が , 同国 の ュ レ ラ 治 療 に 広く 使用 きれ て いた テト 
ラサ イク リン だ 抵抗 性 を 示し , し か も その 83.4 ぢ が 
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3 剤 耐性 を 示し た こと は 臨床 的 に また 予防 医学 的 に 
も 極め て 重大 な 問題 で ある . し か し これ と 対照 的 に 
フォ リピ ン 分 離 株 で は 楽 剤 耐性 株 が 少な く , し か も 
- テト ラサ イク リン 耐性 株 が 皆無 で あっ た . 耐性 コレ 
ラ 菌 の 出現 が 予防 的 内 服 及び 広範 な 抗生 剤 の 使用 か 
大 きく 関与 し て いる の は いう まで も な い が , 抗生 剤 
投与 法 を 再 検討 する と と も に 今後 , 抗菌 力 の ある し 
か も る 安価 で 妊婦 , 小児 に 対し て も 安全 な 薬剤 の 選択 
及び 開発 , さら に 医療 設備 , 衛生 環境 の 向上 , 医学 
教育 の 徹底 等 が 必要 で ある . タン ザ ニ ア と バン グラ 
FY 2 で 分 離さ れ た 多 剤 耐性 菌 は , C-incompati- 
bility group の プラ スミ ド に 依っ て いる こと と が 
報告 きれ た が (Towner et al,, 1979; Threlfall, 
et g/.、1980)、 ケ ニア 分 離 株 に つい て も ゃ 現在 検討 中 
で ある . | 


e 7 VARA PEU OV CHICA T 3 TES 


の 条件 で 地域 別 , 年 次 別 の 差異 の 有無 に つい て 検討 
Lis. 1 グ リセ リン 加 ハ ー ト イン ジン フュー ジョ ン ブ 
イ ョ ン が , 従来 より 用い られ て いる 神 中 ら の 改良 
法 及び , その 培養 時 間 を 6 時 間 に し た 場合 より ゃ 高 
い 落 血 陽性 率 を 示し た が , 5.7% の 株 は 陰 作 に と ど 
まっ た . この 3 方 法 に お いて ケニア 分 離 株 と フィ リ 
ピン 分 離 株 と の 間 で 比較 する と , いずれ の 方 法 で も 
前 群 が 後 群 に 比べ 明らか に BME TRIES 示し 
た . この 傾向 は また 定量 的 に 溶血 活性 を 調べ た 場合 
も 同様 で ある こと が 判明 し た . 年 次 差 と し て みる と 
ケニア 分 離 株 間 に お いて は 明らか な 差 は な か っ た 
が , フィ リピ ン 分 離 株 間 に お いて は 統計 学 的 に 差 か 
Abhi. コレ ラ 菌 の 溶血 性 に 関し て は , その 分 離 


され る 地域 , 及び 分 離 年 次 に よっ て か な り の 差 が あ ・ 


る と 考え られ る . Gallut (1971) は テル トー ル ュ レラ 
が アフ リカ 大 陸 に 侵入 し た 1970, 71 年 に アフ リカ , 
西 ア ア ジア , ヨーロッパ ペ で 分 離さ れ た コレラ 菌 は 溶血 
能 を 示さ な か っ た と 報告 し て いる が , lwanaga et 
al, (1982) が ケニア 分 離 株 を 神 中 ら の 改良 法 に よ 
り 試験 し た 結果 に よる と , 1975 年 28, 1980 年 66 
94, 1981 年 88 科 と 徐々 に 溶血 能 を 回 復 し て き て お 
b, 今回 は 同 法 で 1983 年 76 を , 1984 年 78 ダ の 陽性 率 
で あっ た . 一 方 , フィ リピ ン 区 お いて は , 1960 年 代 
後半 より 人 徐々 に 溶血 性 を 示さ な く な っ て きた と され 
て お り , 今回 ヒツジ 赤面 球 浴 血性 試験 の 予備 実験 
で 判明 し た ]1973 年 一 78 年 の 分 離 株 で は 30 株 中 4 株 
(13.3%) の み が 陽 性 で あり , 表 3 に よる と 1982 年 


5%, 1984 年 0 と 浴 血性 を 失っ て き て いる 傾向 が 
示さ れ た . と の よう に 年 次 的 , 地域 的 に 溶血 能 が 変 . 
動 す る 原因 は 不明 で ある が , 少な く と る 常 在 する 地 
域 に お ける その 環境 と ュ レ ラ 菌 と の 相互 作用 の 結果 
で あり , コレ ラ 菌 自体 の 性 状 が 変化 し て き て いる の 
で は な いか と 推察 され る . その 方 法 に よっ て 陽性 率 
の 差 は ある が , いずれ の 方 法 に よっ て も 統計 学 的 に 
有意 差 を も っ て 地理 的 な 差 が 認め られ , フィ リビン 
と お いて は 同様 に 年 代 的 な 差 が あっ た . COT E 
ッ ジ 赤血球 溶血 性 試験 は , 疫学 的 指標 と し て の 意 

を 増強 きせ 得る と と も に , 各地 に お ける 成績 比較 を 
可能 に する も の と 考え る . 


結 語 


ケニア 国 の 同一 地方 で 1983 年 と 翌年 に 分 離さ れ た 
ュ レ ラ 菌 245 株 と 23 株 , 1983 年 に ナイ ロビ で 分 離さ 
れ た 70 株 , 及び フィ リピ ン で 分 与 を 受け た 1982 年 分 
了 離 の 20 株 と 1984 年 分 離 の 9 株 計 367 株 を 対象 に , fi 
清 型 , 生物 型 と その 関連 性 状 , プレ ファージ 型 , 薬 
剤 感受 性 , O/129 感 受 性 を 試験 し , 特に ヒツジ 赤 血 
球 溶血 性 試験 に つい て は 数 種 の 方 法 を 実施 し て 以下 
の 結果 を 得 た . 

1) 供 試 株 の 大 多数 は , 血清 型 小 川 , 生物 型 テ ル - 
トー ル で あっ た . 

2) 生物 型 関 連 性 状 の うち ファ ー ジ TIV 抵抗 性 , 
ポリ ミキ シン B 抵 抗 性 、 ニワ トリ 赤血球 交 集 腸 性 は 
2 株 を 除き , よく 一 致し た . 

3) VP 反応 の 陰性 率 は ケニア 株 で 22.8 欠 , フィ 
リ ピン 株 で 6.9 を と か な り の 差 が あり , 両国 で 年 次 
別に 陽性 率 を みる と , ケニア 株 で は 1983 年 の 2 POF 
均 75.6 を で あっ た も の は 翌年 100 ダ , フィ リピ ビン 株 
で は 1982410022 25 1984 年 77.8 と 逆 の 傾向 が みり 
AUC. 

4) 薬剤 感受 性 で は , NA は 全 株 感受 性 , CP は 
フィ リピ ン の 1 株 の みみ が 耐 性 で あっ た が , TC, 
SM, ABPC 特に TC に 対し て は ケニア 株 の 大 多 
数 が 耐性 で , し か も 3 剤 耐性 が 多かっ た の に 対し 
T, フォ リピ ン 株 で 79.3% が 感受 性 で , 面 性 株 と し 
て は SM 耐性 5 株 , SM・ABPC 耐性 1 株 と 全く 
異な っ た パタ ー ン を 示し た . 

5) O/129 感 受 柱 に つい て も ケニア 株 で は 87.5 欠 
が 耐性 . フィリ ピン 株 で は 96.6 め が 感受 性 で あり , 


_ 地域 差 が 着 明 で あっ た . 
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6 ヒッ ジ 赤 血球 溶血 性 試験 の 予備 試験 で は , 陽 6 時 間 で 全 株 陽性 を 示し た . 
性 率 は 1975 年 の ケニア 株 で 35.4%, 1980 年 で 76.7 7) 比較 し た 浴 血 性 試験 法 の 間 に は 陽性 率 の 差 は 
"Z, 1973 一 1978 年 の 4 9 C V E C13.3257€ あっ ある が , いずれ の 場合 も 両国 の 株 間 と フィ リピ ン 株 
た . また これ ら 陰 性 株 の 一 部 を 用 いて , 現在 常用 法 の 分 離 年 間 に は 統計 学 的 に 有意 差 が あっ た . 
の 血球 液 添 加 後 の 377C で の 培養 時 間 を 延長 する と 
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稿 を 終わ る に 当たり , MBN 4S LEBER o LARARE, 菌株 収 
集 に あたり 御 配慮 下さ っ た ケ ヶ = ア 国 National Public Health Laboratory Services の 所 長 Dr. | 
J. N. Kaviti, ~=5, サン ラ ザ ロ 病院 長 Dr. C. Ranoa, 及び 熱帯 医学 研究 所 長 金子 義徳 博 
士 に 深 甚 の 謝意 を 捧げ ます . また 実験 に 際 し て 御 協力 いた だ いた 教室 員 各 位 に 心 より 謝意 を 表し 
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